
          

漫
画
で
覚
え
る
凸
凹
の
書
き
順 

         



あ
ら
す
じ 

 

※
全1

0

話
か
ら
成
る
短
編
と
な
り
ま
す 

 
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
一
角
（4

0

）
は
ぼ
っ
た
く
り
バ
ー

の
被
害
に
遭
い
、
金
を
払
わ
な
か
っ
た
こ
と
で
バ
ー

の
オ
ー
ナ
ー
十
角
（3

5

）
に
切
腹
さ
せ
ら
れ
る
。 

 

一
角
の
息
子
六
角
（1

6

）
は
父
の
無
念
を
晴
ら
す
た

め
十
角
の
店
へ
乗
り
込
む
も
、
返
り
討
ち
に
さ
れ
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
三
角
（2

2

）
に
助
け
ら
れ
る
。 

 

三
角
も
師
を
殺
さ
れ
た
因
縁
か
ら
六
角
と
同
じ
く
十

角
へ
の
復
讐
に
燃
え
て
い
た
。
そ
ん
な
三
角
に
六
角

は
弟
子
入
り
し
、
厳
し
い
修
行
を
積
む
。 

 

そ
し
て
三
角
と
六
角
の
二
人
は
再
び
十
角
の
店
に
訪

れ
、
十
角
と
の
死
闘
の
末
、
父
と
師
の
敵
を
取
り
、

一
件
落
着
と
相
成
る
。 

 
 

 



登
場
人
物 

 

六
角
（1

6

） 

高
校
生 

三
角
（2

2

） 

大
学
生 

 

一
角
（4

0
） 

六
角
の
父 

二
角
（3

0

） 
バ
ー
の
従
業
員 

四
角
（6

0

） 

三
角
の
師 

五
角 

謎
の
剣
豪 

七
角
（3

0

） 

二
角
の
双
子
の
兄 

八
角
（4

2

） 

バ
ー
の
従
業
員 

九
角
（4

2

） 

一
角
の
友
人 

十
角
（3

5

） 

バ
ー
の
オ
ー
ナ
ー
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1

話 

 

○
渋
谷
の

繁
華
街
（
夜
） 

 
 

多
様

な
国
籍
の

人
々
が
歩

い
て
い
る
。 

 
 

会
社
帰
り
の
一
角
（4

0

）
と
九
角
（4

2

）
、
並
ん

で
歩

い
て
い
る
。 

侍
の

コ
ス
プ
レ

を
し
た
呼

び
子
の
二
角
（3

0

）
、

一
角

と
九
角
へ

近
づ
き
、 

二
角
「
バ
ー
で
も
ど
う
っ
す
か
？
」 

 

○
侍
バ
ー

・
店
内 

 
 

入
口

の
脇
に
置

か
れ
た
ハ
ン
ガ
ー
ラ
ッ
ク
に
侍

の
コ
ス
プ
レ
衣
装
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

ラ
ッ
ク
の
前
に
「
ご
自
由
に

ど
う
ぞ
」
の

看
板
。 

 
 

テ
ー
ブ
ル

席
に

一
角
と
九
角
の
姿
。 

 
 

一
角
、
羽
織
と

袴
を
着
、
腰
に
刀
を

差
し
て
い

る
。 

九
角
「
（
見
て
）
一
角
さ
ん
。
似
合
っ
て
ま
す
な

」 

一
角
「
（
照
れ
る
）
い
や
、
九
角

さ
ん
も
着

れ
ば
よ
か

っ
た
の
に
」 
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一
角
、
お
猪
口

を
手
に
取

り
、
酒
を
す
す
る
。 

一
角
「
と
こ
ろ
で
九
角
さ
ん
。

娘
さ
ん
は
お
い
く
つ

に
？
」 

九
角
「
先
日
中
学
生

に
な
り
ま
し
た

」 
一
角
「
そ
う
で
す
か
。
難
し
い

年
頃
で
し
ょ
う
」 

九
角
「
ま
あ
色
々
と

。
一
角
さ
ん
の

息
子

さ
ん
は
高

校
生
で
？
」 

一
角
「
え
え
。

育
ち

盛
り
で
、

図
体
ば
か
り

が
で
か

く
な
っ
て

。
背
丈
も
抜
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
よ

（
と
笑
う
）
」 

 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 

一
角

と
九
角
、
す
っ
か
り
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。 

一
角
「
そ
ろ
そ
ろ
出

ま
し
ょ
う
か
」 

九
角
「
え
え
」 

 
 

一
角
、
二
角
を

見
り
、
手

を
あ
げ
る
。 

 
 

二
角
、
や
っ
て
く
る
。 

 
 

二
角
、
テ
ー
ブ
ル
に
伝
票

を
置
く
。 

 
 

一
角
、
見

て
、 
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一
角
「
（
驚
く
）
何
だ
と

？
」 

九
角
「…

？
」 

 
 

伝
票

に
以
下
の

文
字
。 

 
 

「
会
計
金
額 

3
0

万

8

千
円
」 

一
角
「3

0

万

8

千
円

？
」 

九
角
「
何

で
す
と
？
」 

一
角
「
君
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
？
」 

 
 

と
二
角
を
見
上

げ
る
。 

二
角
「
衣
装
代
の
ほ
う
が

3
0

万

に
な
り
ま
す
」 

一
角
「
ふ
ざ
け
る
な
。
衣
装
代

が
か
か
る
な

ど
一
言

も
聞
い
て
い
な
い
（
と
声
を
荒
げ
る
）
」 

と
、
侍

の
コ
ス
プ
レ
を
し
た

十
角
（3

5

）
、
や
っ

て
く
る
。 

十
角
「
こ
の
店
の
オ
ー
ナ
ー
の

十
角
で
す
」 

 
 

十
角
、
腹

を
立

て
る
一
角

へ
、 

十
角
「
お

客
様
、
ど
う
な
さ
れ

ま
し
た
か

？
」 

一
角
「
ど
う
も
こ
う
も
な
い
。

こ
の
伝
票

を
見
た
ま

え
。
ぼ
っ
た
く
り
じ
ゃ
な
い
か

」 

 
 

十
角
、
伝
票
を

一
瞥
し
、 

十
角
「
左
様
で
す
か

」 
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一
角
「
左
様
だ
と
も
。
こ
ん
な

デ
タ
ラ
メ

が
あ
っ
て

た
ま
る
か
。
私
は
払
わ
ん
ぞ
」 

十
角
「
し
か
し

、
そ
う
す
る
と

切
腹
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
な
ら
ま
せ
ん
」 

一
角
「
切
腹
だ
と
？

」 

十
角
「
え
え
。

お
客
様
の
選
択
肢
は
二
つ

で
す
。
一

つ
。
大
人

し
く
お
金
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く

。
二

つ
。
切
腹

を
す
る
。
ど
ち
ら
を

選
び
ま
す
？
」 

 

○
一
角
の

家
・
六
角

の
部
屋 

六
角

（1
6

）
、
机
で
勉
強
し
て
い
る
。 

と

L
IN

E

の
音
が

鳴
る
。 

六
角
、
机
に
置

か
れ
た
ス
マ
ホ

を
手

に
取
る
。 

ス
マ
ホ
に
は
一
角
か
ら
の

以
下
の

L
IN

E

メ
ッ

セ
ー
ジ
。 

「
俺

の
命
も
今
日
限

り
だ

」 

六
角
「
（
見
て
）…

親
父
？
」 

 

○
バ
ー
・

店
内 

一
角
、
白
装
束
姿
で
カ
ウ
ン
タ
ー
の

上
に
座
ら
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さ
れ
て
い
る
。 

一
角
、
顔
面
蒼
白
で
短
刀

を
握
っ
て
い
る

。 

他
の

客
ら
、
一
角
を
興
味
深

げ
に

眺
め
て
い
る
。 

十
角
、
打
ち
震

え
る
一
角

を
見
て
、 

十
角
「
切
腹
を
選
ん
だ
か…

」 
九
角
、
一
角
の

危
機
を
前

に
、
放
心

し
た
よ
う

に
突

っ
立
っ
て
い
る
。 

 

○
道 

 
 

六
角
、
ス
マ
ホ
を
握
り
し
め
て
疾
走
し
て
い
る
。 

 

○
六
角
の

部
屋
（
回
想
） 

 
 

六
角
、
机

で
ス
マ
ホ

を
い
じ
っ
て
い
る
。 

 
 

ス
マ
ホ
画
面
に

一
角
と
の

以
下
の
や
り

取
り
が

流
れ
て
い
く
。 

「
こ
れ
か
ら
腹

を
切
る
」 

「
腹
？
」 

「
最
後
に
お
前

に
会
い
た
か
っ
た
」 

「
よ
く
わ
か
ん
な
い
け
ど
、
警
察
は

？
」 

 
 

既
読

が
つ
く
が
、
返
信
は
な
い
。 
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「
親
父
？ 

警
察
！

」 

 
 

や
や
あ
っ
て
、 

「
い
や
、

警
察

は
い
い
」 

「
な
ん
で
！
」 

「
警
察
を
呼
ぶ
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な
い
」 

 

○
（
戻
っ
て
）

道 

 
 

六
角
、
疾
走
す
る
。 

六
角
「
親
父
！ 

死

ぬ
な
っ
！
」 

 
 

L
IN

E

の
音
が
鳴

る
。 

 
 

六
角
、
お
そ
る
お
そ
る
ス
マ
ホ

を
見

る
。 

 
 

一
角

か
ら
以
下

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

。 

 
 

「
人

の
世
は 

夢
幻
の 

一
夜
か
な

」 

 
 

六
角
、
父
の
死

を
悟
っ
て
、 

六
角
「
親
父…

親
父

っ
！
」 

 

○
バ
ー
・

店
内 

 
 

白
装
束
姿

の
一
角
、

深
呼
吸
す
る
。 

 
 

一
角
、
短
刀
を

腹
に
添
え
る
。 

 
 

が
、
な
か
な
か

覚
悟
が
決

ま
ら
な
い
。 
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十
角
、
焦
れ
っ
た
そ
う
に
、 

十
角
「
一
角
奴
！ 

左
か
ら
右

へ
真
一
文
字

に
掻
っ

捌
け
！
」 

 
 

一
角

、
目
を
閉

じ
、 

一
角
「…

息
子
よ
。

生
き
ろ
っ
！
」 

 
 

一
角
、
勢
い
よ
く
短
刀
を

腹
に
突
き

刺
す
。 

一
角
、
顔

を
凄

ま
せ
な
が
ら
、

左
か
ら
右
へ
真

一
文
字
に
腹
を

掻
っ
捌
く
。 

 

○
机
の
上

（
俯
瞰
視
点
） 

半
紙

が
置
か
れ
て
い
る
。 

画
面
外
か
ら
習
字
の
筆
を

持
っ
た
手

が
現
れ
、

左
か
ら
右
へ
勢

い
よ
く
横
線
を
一
本
引
く
。 

半
紙

の
上
半
分

に
「
－
」（

凸
の
一
画
目
）
が
記

さ
れ
る
。 
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2

話 

 

○
一
角
の

家
・
居
間

（
翌
日
・

夜
） 

喪
服

姿
の
人
々

が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
酒
を
飲

ん
で
い
る
。 

そ
ば
に
一
角
の

眠
る
棺
が

置
か
れ
て
い
る
。 

棺
の

前
に
は
六
角
の
姿
。 

六
角
、
拳
を
握

り
し
め
、

じ
っ
と
棺

を
見
つ
め

て
い
る
。 

 

○
同
・
六
角
の
部
屋 

 
 

六
角
、
燃
え
た
ぎ
る
よ
う
な
瞳
で
、

乱
雑
に
押

し
入

れ
を
漁
っ
て
い
る
。 

 
 

六
角
、
押
し
入
か
ら

金
属
バ
ッ
ト

を
取

り
出
す
。 

 

○
侍
バ
ー
・
店
内 

 
 

店
内

に
八
角
（4

2

）
、
二
角
、
客
の
三
角
（2

2

）

の
三
人
。 

 
 

み
な

侍
の
コ
ス
プ
レ

を
し
て
い
る
。 

八
角
、
カ
ウ
ン
タ
ー

で
酒

を
作
り
、

カ
ウ
ン
タ
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ー
席

に
座
る
三
角
に
差
し

出
す
。 

三
角
、
酒
を
あ
お
る
。 

と
、

乱
暴
に
入
口
の
扉
が

開
く
。 

三
人
、
視
線
を

扉
へ
向
け
る
。 

扉
の

前
に
金
属

バ
ッ
ト
を

手
に
し
た

六
角
が
立

っ
て
い
る
。 

六
角
、
鬼
の
形
相
。 

八
角
「
（
ぼ
そ
り
と
）…
二
角
。

お
客

だ
」 

二
角
、
六
角
へ

近
づ
き
、 

二
角
「
未
成
年

は
立

ち
入
り
禁
止
だ
」 

六
角
「
お
、
親
父
の

仇
だ
！
」 

二
角
「
親
父
？
」 

六
角
「
お

前
ら
が…

切
腹
さ
せ
た
！
」 

二
角
「
切
腹
？ 

あ
あ
。

そ
う
か
（
と
事
情

を
呑
み

込
む
）
」 

 
 

三
角
、
酒
を
飲

み
つ
つ
二
人
の
様
子

を
黙
っ
て

眺
め
て
い
る
。 

 
 

二
角
、
カ
ウ
ン
タ
ー

に
い
る
八
角
へ

、 

二
角
「
八
角
さ
ん
。

構
わ
な
い
よ
な
」 

八
角

、
無
関
心

で
酒
器
を

拭
い
て
い
る
。 
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二
角
、
六
角
の

正
面
に
立

つ
と
、
鞘

か
ら
刀
を

抜
く
。 

薄
暗

が
り
の
中

で
白
刃
が

鈍
く
光
り
を
放
つ
。 

二
角
「…

小
僧
。
渋
谷
区

に
住

む
外
国
人

の
数
を
知

っ
て
る
か

？
」 

六
角
「…
？
」 

二
角
「
わ
か
ら
な
い
な
ら

勘
で
も
い
い
。
こ
の
街
の

外
国
人
は
、
多
い
か
、
少
な
い
か
」 

六
角
「
（
苛
立

つ
）
多

い
に
決
ま
っ
て
る
！ 

約
一
万

人
だ
！ 

そ
れ
が
ど
う
し
た
！
」 

二
角
「
そ
れ
な
ら
話

は
早
い
。

じ
ゃ
あ
、
こ

の
店
が

治
外
法
権

で
、
警
察

が
介
入
で
き
な
い
っ
て
こ
と

も
知
っ
て
る
よ
な
？
（
と
に
や
り
）
」 

六
角
「
（
雄
叫

び
）
う
お
お
お
お
お
！
！
！
」 

六
角
、
二
角
に

突
撃
す
る
。 

六
角
、
金
属
バ
ッ
ト

で
二
角
を
殴
り
つ
け
る

。 

二
角
、
刀

で
防

ぎ
、
激
し
い
金
属
音

が
響
き
わ

た
る
。 

六
角

の
攻
撃
は

続
き
、
火
花
を
散
ら
し
て
ぶ
つ

か
り
あ
う

刀
と

金
属
バ
ッ
ト
。 
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キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 
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キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ
！ 

六
角
、
一
瞬
、

よ
ろ
け
る
。 

二
角
「
（
隙
を
見
逃
さ
ず
）
も
ら
っ
た
！
」 

二
角
、
六
角
の

肩
め
が
け
て
大
上
段

か
ら
刀
を

振
り

お
ろ
す
。 

六
角

の
片
腕
が

吹
き
飛
ぶ
。 

 

○
机
の
上
（
俯
瞰
視
点
） 

 

凸
の

1

画
目
が
書
か
れ
た
半
紙
。 

 

画
面
か
ら
筆
を
持
っ
た
手
が
伸
び
て
き
て
、
勢

い
よ
く
筆
を
振

り
お
ろ
す
。 

半
紙

の
上
半
分

に
縦
線
が

一
本
引
か
れ
、

凸
の

二
画
目
が
記
さ
れ
る
。 
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3

話 

 

○
侍
バ
ー
・
店
内 

 
 

六
角

の
右
腕
が

金
属
バ
ッ
ト
も
ろ
と
も

吹
き
飛

び
、

床
に
落
ち
る
。 

 
 

六
角
、
片
腕
を

失
い
、 

六
角
「
（
絶
叫

す
る
）
」 

 
 

八
角
、
無
関
心

に
酒
器
を

拭
い
て
い
る
。 

 
 

二
角
、
満
足
げ
に
刀
を
鞘

に
収
め
る
。 

 
 

二
角
、
カ
ウ
ン
タ
ー

で
飲

む
三
角
へ

近
づ
き
、 

二
角
「
お

騒
が
せ
い
た
し
ま
し
た
」 

三
角
「…

」 

二
角
「
八
角
さ
ん
。

後
始
末
ど
う
し
ま
す
？

」 

 
 

八
角
、
顔

を
あ
げ
て
正
面

を
見
る
。 

八
角
「
（
微
か
に
眉
が
動
く
）
」 

三
角
「…

？
」 

 
 

三
角
、
振

り
返

る
。 

 
 

六
角
、
床
に
落

ち
た
金
属

バ
ッ
ト
を

拾
お
う
と

も
が
い
て
い
る
。 

六
角
「
仇…

親
父
の

仇
！
」 
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六
角

の
目
か
ら

大
粒
の
涙

が
溢
れ
る
。 

 
 

三
角
、
そ
ん
な

六
角
を
じ
っ
と

見
つ
め
、 

三
角
「…

」 

六
角
、
ど
う
に
か
金
属
バ
ッ
ト
を

拾
い
あ
げ
る
。 

ふ
ら
ふ
ら
と
二
角
へ
と
近

づ
く
。 

二
角
「
ほ
ぅ
」 

 
 

二
角
、
鞘
か
ら
刀
を
抜
き
、
六
角
と
向

き
合
う
。 

二
角
「
い
い
だ
ろ
う
。
も
う
一
本
も
切
り

落
と
し
て

く
れ
る
」 

 
 

二
角
、
六
角
へ

斬
り
か
か
る
。 

声
「
待
て
！
」 

 
 

二
角

の
動
き
が
と
ま
る
。 

 
 

三
角
、
椅
子
か
ら
立
ち
上

が
り
、 

三
角
「
そ
の
勝
負
、

こ
の
三
角

が
引
き
受

け
よ
う
」 

三
角
、
六
角
の

も
と
へ
い
く
。 

 
 

三
角

、
二
角
と
向
き
合
い
、
鞘
か
ら
刀

を
抜
く
。 

二
角
「…

お
客
さ
ん

、
死
ん
で
も
知
り
ま
せ
ん
よ

」 

三
角
「
こ
ち
ら
の
セ
リ
フ

だ
」 

二
角
、
三
角
に

斬
り
か
か
る
。 

両
者

の
刃
が
激

し
く
ぶ
つ
か
り
あ
う
。 
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キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 
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キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ
！ 

三
角
「
（
叫
ぶ
）
ゼ
ッ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー
ー
ー
ト
！
！
！
！
」 

三
角
、
二
角
を

Ｚ
字
に
斬

り
つ
け
る
。 

二
角

の
体
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る

。 

 

○
机
の
上 

凸
の

2

画
目
ま
で
書
か
れ
た
半
紙
。 

 

画
面
か
ら
筆
を
持
っ
た
手
が
伸
び
て
き
て
、
勢

い
よ
く
筆
を
く
ね
ら
せ
る

。 

半
紙

の
上
半
分

に
「

Ｚ
」

の
よ
う
な

字
（
凸
の

三
画
目
）

が
記

さ
れ
る
。 
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4

話 

 

○
橋
の
上 

 
 

片
腕

を
失
っ
た

六
角
、
立

っ
て
い
る
。 

 
 

三
角
、
缶
ジ
ュ
ー
ス

と
ビ
ー
ル

を
手

に
し
て
や

っ
て
く
る
。 

三
角
「
お
い
」 

 
 

と
缶

ジ
ュ
ー
ス

を
六
角
に

投
げ
渡
す
。 

 
 

三
角
、
片
手
で

受
け
取
る
。 

三
角
「
（
缶
ビ
ー
ル
を

示
し
）
未
成
年
。
そ
れ
と
も

こ

っ
ち
に
す
る
か
。
痛

み
に
効
く

」 

六
角

、
缶
ビ
ー
ル
を
開
け

る
。 

六
角
、
酒
を
飲

む
三
角
を

じ
っ
と
見
据
え
、 

六
角
「…

あ
の
」 

三
角
「
ん

」 

六
角
「
い
や
、
な
ぜ
俺

を
助
け
て
く
れ
た
ん
で
す
？

」 

 

○
（
回
想

）
侍
バ
ー
・
店
内 

 
 

二
角

の
肉
体
が

バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
て

床
に
散
乱

し
て
い
る
。 
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三
角
、
刀
を
鞘

に
収
め
る
。 

六
角
、
呆
然
と

立
ち
尽
く
し
て
い
る
。 

 

○
（
戻
っ
て
）
橋
の

上 

 
 

三
角
、
意
地
悪

そ
う
に
、 

三
角
「
助

け
な
い
ほ
う
が
よ
か
っ
た
か
？

」 

六
角
「
あ

、
い
や…

」 

三
角
「
君

は
俺
に
似

て
い
る
」 

六
角
「
え

」 

三
角
「
俺

に
も
い
る

ん
だ
。
必

ず
倒
さ
な
け

れ
ば
な

ら
な
い
相
手
が
」 

 

○
山
道
（

回
想
・
一
年
前

） 

 
 

三
角

と
四
角
（6

0

）
、
侍
姿

で
歩

い
て
い
る
。 

三
角
の
声
「
俺
の
師
匠
は
名
の

知
れ
た
剣
豪

で
、
俺

と

師

匠

は

武

者

修

行

の

た

め

に

全

国

を

回

っ

て

い
た
」 

 

○
道
場 

 
 

四
角

と
道
場
主

、
木
刀
を

握
り
し
め

て
対
峙
し
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て
い
る
。 

 
 

道
場

生
と
三
角

が
そ
の
様
子
を
固
唾

を
飲
ん
で

見
守

っ
て
い
る
。 

 
 

四
角

と
道
場
主
、
互
い
に

一
歩
も
動

か
な
い
。 

 
 

静
寂

を
破
る
よ
う
に
、
道
場
主
、
四
角

へ
飛
び

か
か
る
。 

 
 

四
角
、
木
刀
を

振
り
下
ろ
す
。 

道
場
主
の
肩
に

一
撃
が
入

る
。 

 
 

三
角

の
表
情
が

輝
く
。 

 
 

崩
れ

落
ち
た
道
場
主

、
肩

を
押
さ
え
、 

道
場
主
「…

四
角
殿
。
お
見
事
」 

 

○
宿
・
部
屋
（
夜
） 

 
 

三
角

と
四
角
、
食
べ
て
い
る
。 

 
 

三
角
、
ふ
と
箸

を
お
く
。 

三
角
、
姿
勢
を

改
め
、 

三
角
「
お

師
匠
、
一

つ
お
尋
ね
し
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
」 

四
角
「
な
ん
だ
」 

三
角
「
お

師
匠
は
な
ぜ
試
合
で

Ｌ
斬
り
を
お

使
い
に
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な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か

」 

 
 

四
角
、
食

べ
な
が
ら
、 

四
角
「
あ
れ
は

殺
人
剣
だ
。
試
合
で
は
役

に
立
た
な

い
代
物
だ
」 

三
角
「
し
か
し
、
私

は
お
師
匠

の
弟
子
で
あ
り
な
が

ら
、
ま
だ

一
度
も
こ
の
目
で
そ
の
奥
義
を
見
た
こ

と
が
な
い
の
で
す
。
私
は
そ
れ
が…

（
と
う
つ
む

く
）
」 

 
 

四
角
、
箸

を
と
め
、 

四
角
「…

三
角
よ
。

泰
平
の
世

に
殺
人
剣

は
不
要
の

だ
。
あ
の

技
を
見
た
こ
と
が
な
い
の
は
平
和
の
証

な
の
だ
よ

」 

三
角
「…

」 

 

○
宿
の
外 

 
 

近
く
に
山
が
見

え
る
。 

 

○
宿
・
部
屋 

 
 

三
角

と
四
角
、
布
団

を
並

べ
て
寝
て
い
る
。 

 
 

と
微

か
な
物
音
。 
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四
角
、
ぱ
っ
と

目
を
開
け
る
。 

 
 

四
角
、
立

ち
上
が
り
、
枕
元

の
提
灯
を
と
も
す
。 

 
 

三
角
、
目

を
覚

ま
す
。 

四
角
、
そ
っ
と

襖
を
開
け
、
廊
下
を

挟
ん
だ
庭

に
目

を
や
る
。 

暗
闇

の
中
、
巨
大
な
影
が

う
ご
め
い
て
い
る
。 

四
角
、
襖

を
閉

じ
る
と
、

着
替
え
を

始
め
る
。 

三
角
「…

お
師
匠
？
」 

四
角
「
熊

だ
」 

三
角
「
熊
？
」 

 
 

四
角
、
刀

を
腰

に
差
し
、 

四
角
「
三
角
、

よ
く

見
て
お
き
な
さ
い
」 

三
角
、
は
っ
と
す
る
。 

四
角
、
庭
へ
出

る
。 

四
角
、
巨
大
な

熊
と
対
峙

す
る
。 

熊
、

咆
哮
を
あ
げ
、

四
角

へ
飛
び
か
か
る
。 

四
角
「
Ｌ
斬
り
！
」 

四
角

、
熊
の
脳
天
へ
刀
を

振
り
下
ろ
す
。 

熊
の

上
半
身
を

真
っ
二
つ
に
切
り
裂

く
と
、
腹

の
辺

り
で
刃
の

角
度
を
曲

げ
、
腹

を
掻

っ
捌
く
。 



- 22 - 

 

熊
の

体
、
バ
ラ
バ
ラ

に
な
る
。 

 

○
机
の
上
（
俯
瞰
視
点
） 

凸
の

3

画
目
ま
で
書
か
れ
た
半
紙
。 

 
画
面
か
ら
筆
を
持
っ
た
手
が
伸
び
て
き
て
、
勢

い
よ
く
筆
を
走

ら
せ
る
。 

半
紙

の
上
半
分

に
「

Ｌ
」

の
よ
う
な

字
（
凸
の

四
画
目
）

が
記

さ
れ
る
。 
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5

話  

○
橋
の
上 

 
 

三
角
、
缶

ビ
ー
ル
片
手
に

欄
干
に
も
た
れ
て
い

る
。 

三
角
「
あ
の
と
き
、

師
匠
は
俺

の
た
め
に

Ｌ
斬
り
を

見
せ
て
く
れ
た
ん
だ

」 

 
 

六
角
、
じ
っ
と

耳
を
傾
け
て
い
る
。 

三
角
「
と
こ
ろ
が
、
そ
れ

以
来
、
師
匠
は

変
わ
っ
て

し
ま
っ
た

。
ま
る
で

殺
人
剣
に
取
り
憑
か
れ
た
か

の
よ
う
に

、
手
当
た
り
次
第
に
人
を
斬
り
ま
く
る

よ
う
に
な
っ
た

」 

 

○
野
原
（

回
想
） 

 

 
 

四
角

と
剣
豪
、
真
剣

を
構
え
て
対
峙
し
て
い
る
。 

 
 

三
角
、
そ
の
様
子
を
固
唾

を
飲
ん
で

見
守
っ
て

い
る
。 

 
 

四
角

と
剣
豪
、
互
い
に
一
歩
も
動
か
な
い
。 

静
寂

を
破
る
よ
う
に
、
剣
豪
、
怒
号

を
あ
げ
て

四
角

へ
飛
び
か
か
る
。 
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四
角
、
剣
豪
の

脳
天
へ
刀

を
振
り
下

ろ
す
。 

三
角

、
思
わ
ず

目
を
つ
ぶ
る
。 

肉
を

裂
く
音
が
あ
た
り
に

響
く
。 

三
角
、
目

を
開

け
る
。 

 
 

四
角

が
鞘
に
刀

を
収
め
て
い
る
。 

す
ぐ
そ
ば
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
剣
豪
の
死
体

が
転

が
っ
て
い
る
。 

 
 

四
角
、
平
然
と
し
た

様
子

で
三
角
へ

、 

四
角
「…

次
の
相
手

を
探
そ
う
」 

三
角
「…

」 

 

○
（
戻
っ
て
）

橋
の

上 

 
 

三
角
、
缶

ビ
ー
ル
を
強
く

握
り
し
め
、 

三
角
「
（
悔
や
ん
で
）
俺
が
軽
は
ず
み
に

Ｌ
斬
り
を
見

た
い
な
ん
て
い
っ
た
か
ら
。
そ
れ
が
い
け
な
か
っ

た
ん
だ
」 

 

○
竹
藪
（
回
想
） 

 
 

四
角

と
五
角
、
対
峙

し
て
い
る
。 

三
角
の
声
「
そ
し
て
そ
の

日
は
き
た

」 
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五
角
、
虚
無
僧

の
格
好
を
し
て
お
り
、

天
蓋
で

顔
を

覆
っ
て
い
る
。 

四
角
「
名

は
？
」 

五
角
「
五
角
」 

 
 

四
角
、
丸
腰
の

四
角
へ
、 

四
角
「
五
角
よ
。
刀

は
ど
う
な
さ
っ
た
」 

五
角
「
刀

は
不
要
」 

四
角
「
刀

な
し
で
ど
う
や
っ
て

戦
う
の
だ

」 

五
角
「
心
配
に
は
及

ば
ぬ
。
戦

う
前
か
ら

お
主
と
の

勝
負
は
つ
い
て
い
る

」 

四
角
「
な
ん
と
？
」 

五
角
「
こ
れ
よ
り

1
0

秒
後
、
金
色
の
刃
が

お
主
の
頭

上
に
降
り
注
ぐ
だ
ろ
う
」 

 
 

三
角
、
二
人
の

や
り
と
り
を
息
を
殺

し
て
見
守

っ
て
い
る
。 

五
角
「1

0

、9

、8

、7
…

」 

四
角
「
ほ
ざ
く
な
」 

 
 

四
角
、
五
角
に

斬
り
か
か
る
。 

五
角
、
ひ
ら
り

ひ
ら
り
か
わ
す
。 

五
角
「6

、5

、4
…

」 
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四
角
、
斬
り
か
か
る
。 

五
角
、
か
わ
す
。 

五
角
「3

、2

、1
…

定
め
だ
」 

そ
の

瞬
間
、
四
角
の
頭
上
に

雷
が

落
ち
て
く
る
。 

四
角

、
雷
に
打

た
れ
、
絶
命
す
る
。 

 

○
机
の
上
（
俯
瞰
視
点
） 

凸
の

4

画
目
ま
で
書
か
れ
た
半
紙
。 

 

画
面
か
ら
筆
を
持
っ
た
手
が
伸
び
て
き
て
、
勢

い
よ
く
筆
を
振

り
下
ろ
す

。 

半
紙

の
上
半
分

に
漢
字
の
「
凸
」
の
で
き
あ
が

る
。 
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6

話 

 

○
竹
藪
（
回
想
） 

 
 

雷
に

打
た
れ
、

地
面
に
倒

れ
る
四
角
。 

 
 

三
角
、
は
っ
と
す
る
。 

三
角
「
お

師
匠
！
」 

 
 

と
四
角
の
も
と
へ
駆
け
寄

る
。 

三
角
「
お

師
匠
！ 

返
事
を
し
て
く
だ
さ
い
！
」 

 
 

四
角
、
す
で
に

息
絶
え
て
い
る
。 

 
 

三
角
、
憎

し
み
に
満
ち
た

目
で
五
角

を
睨
む
。 

 
 

三
角
、
刀

を
抜

こ
う
と
す
る
。 

五
角
「
慌

て
る
な
。
お
主
と
は

必
ず
再
会

す
る
日
が

く
る
。
そ
れ
も
ま
た

定
め…

」 

五
角
、
去

っ
て
い
く
。 

 

○
（
戻
っ
て
）

橋
の

上 

 
 

三
角
、
缶

ビ
ー
ル
を
飲
み

干
す
。 

 
 

三
角
、
空

き
缶

を
川
へ
投

げ
捨
て
る
。 

三
角
「
そ
う
い
う
わ
け
だ
か
ら
、
俺
も
お

前
と
同
じ

で
、
仇
を
取
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
わ
け

」 
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三
角
、
隣
に
い
る
六
角
へ
、 

三
角
「
こ
ん
な

時
間

だ
。
未
成
年
。
補
導

さ
れ
な
い

う
ち
に
大
人
し
く
家
に
帰
れ
」 

六
角
「…

」 

三
角
、
ひ
と
り

歩
き
出
す
。 

声
「
俺
に

Ｚ
斬
り
を

教
え
て
く
だ
さ
い
！

」 

 
 

三
角
、
立

ち
止

ま
る
。 

 
 

六
角
、
感
情
を

ぶ
ち
ま
け
る
よ
う
に
、 

六
角
「
全
員
！ 

あ
の
店
の
奴

ら
全
員
！ 

こ
の
手

で
ぶ
っ
潰
し
た
い
ん
で
す
！
」 

 
 

三
角

、
振
り
返

る
。 

 
 

三
角

、
六
角
の

必
死
な
顔

を
見
て
、 

三
角
「
（
微
笑

む
）
名
前

は
？
」 

六
角
「
え
」 

三
角
「
お

前
の
名
前
」 

六
角
「
六
角
！ 

一
角
の
息
子
、
六
角
で
す
！
」 

 

○
山
の
中

（
数
日
後
） 

 
 

六
角

と
三
角
、

侍
姿
で
巨
大
な
木
の

前
に
立
っ

て
い
る
。 
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三
角
、
大
木
を

示
し
、 

三
角
「
い
い
か
。
こ
の
木
が
倒

れ
る
ま
で

Ｚ
斬
り
を

続
け
ろ
。
そ
う
す
れ
ば
お
前
は

Ｚ
斬
り
を
会
得
で

き
る
」 

 
 

六
角
、
挑

む
よ
う
に

大
木

を
見
上
げ
る
。 

 

以
下
、
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
が

続
く 

 

隻
腕

の
六
角
、
左
手
一
本

で

刀
を

握
っ
て
い
る
。 

六
角
、
大
木
を

斬
り
つ
け
る
。 

六
角
、
思
う
よ
う
に

刀
が

振
れ
ず
、

刀
を
落
と

し
て
し
ま
う
。 

三
角
「
何

を
し
て
い
る
！ 

も
う
一
回
！
」 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

  
 

六
角
、
大
木
を

Ｚ
字
に
斬

り
つ
け
て
い
る
。 

 
 

大
木

の
表
面
に

僅
か
に
「

Ｚ
」
の
字

が
刻
ま
れ

て
い
る
。 

 
 

六
角
、
息
を
切

ら
せ
な
が
ら

Ｚ
斬
り

を
す
る
。 
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そ
ば
で
見
て
い
た
三
角
、 

三
角
「
も
っ
と

強
く
！
」 

 
 

六
角
、

Ｚ
斬
り

を
す
る
。 

三
角
「
も
っ
と
！
」 

  
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

  
 

六
角
、
か
け
声

と
と
も
に

テ
ン
ポ
よ
く

Ｚ
斬
り

を
し
て
い
る
。 

六
角
「
ゼ
ッ
ト
！ 

ゼ
ッ
ト
！ 
ゼ
ッ
ト
！
」 

 
 

大
木

に
刻
ま
れ
た
「

Ｚ
」

の
彫
り
が

大
分
深
く

な
っ
て
い
る
。 

 
 

三
角
、
木
陰
で

寝
そ
べ
っ
て
い
る
。 

  
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

  
 

雨
が

降
っ
て
い
る
。 

 
 

さ
ら
に
彫
り
が

深
く
な
っ
た
「

Ｚ
」
。 

六
角
「
ゼ
ー
ッ
ー
ー
ー
ト
！
」 

 
 

六
角
、
大
木
に

重
い
一
撃

を
打
ち
込

む
。 
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六
角
「
ゼ
ー
ッ
ー
ー
ー
ト
！
」 

六
角
、
も
う
一
度
打

ち
込

む
。 

六
角
「
ゼ
ー
ッ
ー
ー
ー
ト
！
」 

 
 

六
角
、
も
う
一
度
打

ち
込

む
。 

 
 

そ
の

弾
み
で
刀

が
折
れ
る
。 

 
 

見
て
い
た

三
角
、
無
言
で

六
角
に
別

の
刀
を
渡

す
。 

 
 

六
角
、
刀

を
受

け
取
り
、

大
木
に
一
撃

を
打
ち

込
ん
で
い
く
。 

 

カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
、
お
わ
り 

 

深
々

と
「

Ｚ
」

が
刻
ま
れ
た
大
木
。 

三
角
、
大
木
を

眺
め
て
、 

三
角
「
（
六
角

へ
）
次
で
し
と
め
ろ
」 

六
角
「…

は
い
」 

 
 

六
角
、
大
き
く

深
呼
吸
を
す
る
。 

 
 

六
角
、
刀

を
構

え
、 

六
角
「
（
叫
ぶ
）
ゼ
ッ
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

」 

六
角
、

Ｚ
字
に

斬
り
つ
け

る
も
、
途
中
で
刀
が
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大
木

に
引
っ
か
か
り
、
抜

け
な
く
な
る
。 

六
角
、
狼
狽
す
る
。 

三
角
「
お

前
な
ら
や
れ
る

！
」 

 
 

六
角
、
最
後
の

力
を
振
り

絞
る
。 

 
 

刀
、

貫
通
す
る
。 

大
木
、
ミ
シ
ミ
シ
と
音
を

立
て
て
傾

き
、
や
が

て
轟
音
と
と
も
に
倒
れ
る
。 

六
角
「
（
雄
叫

び
）
ゼ
ッ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ト
！
！
！
」 

 

○
机
の
上

（
俯
瞰
視
点
） 

上
半
分
に
「
凸
」
と
書
か
れ
た

半
紙
が
置
か
れ
て

い
る
。 

画
面
外
か
ら
習
字
の
筆
を
持
っ
た
手
が
現
れ
、
勢

い
よ
く
筆
を
走
ら
せ
る
。 

半
紙
の
下
半
分
に
「

Ｚ
」
の
よ
う
な

字
（
凹
一
画

目
）
が
書
か
れ
る
が
、
墨
が
足
り
ず
に
最
後
の
横

棒
が
か
す
れ
て
い
る

。 
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7

話  

○
雑
居
ビ
ル
・

外
（
翌
日
・
夜
） 

六
角

と
三
角
、

侍
姿
で
立

っ
て
い
る
。 

六
角
「
俺

ひ
と
り
で

も
倒
せ
る
の
に…

」 

三
角
「
何

い
っ
て
る
ん
だ
。
お

前
は
も
う

俺
の
弟
子

だ
。
お
前
ひ
と
り
じ
ゃ
心
配
だ
（
と
笑
う
）
」 

 
 

六
角
、
頷
く
。 

六
角
「
（
気
を
引
き
締
め
）
い
く
ぞ
。

六
角

」 

三
角
「
は
い
！ 

お

師
匠
！
」 

二
人
、
ビ
ル
の

入
口
へ
入

ろ
う
と
す
る
。 

と
背
後
か
ら
声
。 

声
「
私
も

連
れ
て
い
っ
て
く
れ
！
」 

 
 

二
人
、
振

り
返

る
。 

侍
姿

の
九
角
、
立
っ
て
い
る
。 

六
角
「
あ
ん
た
は
親
父
の…

」 

 

○
侍
バ
ー
・
店
内
（
回
想
） 

白
装
束
の
一
角
、
顔
面
蒼
白
で
短
刀

を
構
え
て

い
る

。 
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九
角
、
な
す
す

べ
な
く
立

ち
尽
く
し
て
い
る
。 

 

○
（
戻
っ
て
）

雑
居

ビ
ル
の
前 

六
角
「
（
声
を
震
わ
せ

）
あ
ん
た
は…

あ
ん
た
は…

親

父
を…

」 
六
角
、
唇
を
噛

み
し
め
て

う
つ
む
く
。 

九
角
「
そ
う
。

見
殺

し
に
し
た
。
臆
病
者

の
私
の
せ

い
で
一
角

さ
ん
は
死
ん
だ
ん
だ

」 

六
角
「…

」 

九
角
「
六
角
く
ん
。

許
し
て
く
れ
と
は
い
わ
な
い
。

私
が
憎
い
な
ら
私
を
殺
せ
。
し
か
し
そ
の

前
に
や

る
こ
と
が
あ
る
。
奴
ら
を
こ
の

手
で
ぶ
ち
の
め
す
。

一
角
く
ん
。
私
に
も

手
伝
わ
せ
て
く
れ
」 

 

○
侍
バ
ー
・
店
内 

 
 

三
角
、
六
角
、
九
角

の
三
人
、

入
っ
て
く
る
。 

店
内

に
は
七
角
（3

0

）
の
み
。 

七
角

、
二
角
と

瓜
二
つ
の

姿
を
し
て
い
る
。 

三
角
「
（
三
角

を
見
て
）

お
前
は…

」 

七
角
「
（
三
人

を
見
て
）
お
前
た
ち
か
。
店

ン
中
で
暴
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れ
回
っ
て

く
れ
た
の
は
」 

三
角
「
お

前
は
？
」 

七
角
「
二
角
の
兄
。

七
角
」 

 
 

七
角
、
鞘

か
ら

刀
を
抜
き
、
構
え
る
。 

 
 

三
角
、
あ
た
り
を
見
回
す
。 

 
 

カ
ウ
ン
タ
ー
の

奥
に
扉
が
あ
る
。 

三
角
「
（
六
角

へ
）
聞

け
。
あ
の

先
に
お
そ
ら
く
ボ
ス

が
い
る
。
こ
こ
は
俺
に
任
せ
て

お
前
た
ち
は

先
に

い
け
」 

六
角
「
で
も
お
師
匠…

」 

三
角
「
い

い
か
ら
」 

九
角
「
六
角
く
ん
。
い
こ
う
（
と
促
す
）
」 

 
 

六
角

と
九
角
、

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
と
走

る
。 

 
 

二
人
、
扉

の
奥

へ
と
入
っ
て
い
く
。 

 
 

三
角

と
七
角
、

睨
み
合
う
。 

七
角
「
最
初
に
い
っ
て
お
く
。
俺

は
二
角
よ
り

強
い
」 

九
角
「
そ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ

相
手

に
な
ら
な
い

」 

七
角
「
ほ
ざ
け

！
」 

七
角
、
三
角
に

斬
り
か
か
る
。 

両
者

の
刃
が
激

し
く
ぶ
つ
か
り
あ
う
。 
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キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 
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キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ
！ 

三
角

、
一
瞬
、

よ
ろ
け
る
。 

七
角
「
（
隙
を
見
逃
さ
ず
）
も
ら
っ
た
！
」 

三
角
、
七
角
の

肩
め
が
け
て
大
上
段

か
ら
刀
を

振
り
お
ろ
す
。 

七
角

の
片
腕
が

吹
き
飛
ぶ
。 

 

○
机
の
上
（
俯
瞰
視
点
） 

 
 

上
半
分
に
「
凸
」
、
下
半
分

に
「
凹
」
の
一
画
目

ま
で

書
か
れ
た

半
紙
が
置

か
れ
て
い
る
。 

画
面
外
か
ら
習
字
の
筆
を

持
っ
た
手

が
現
れ
、

勢
い
よ
く

縦
線

を
振
り
下

ろ
す
。 

半
紙

の
下
半
分

に
凹
の
二

画
目
が
記

さ
れ
る
。 
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8

話 

 

○
侍
バ
ー
・
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド 

 
 

薄
暗

い
室
内
。 

六
角
、
九
角
、
入
っ
て
く
る
。 

八
角
、
胡
座
を
か
い
て
待

ち
か
ま
え
て
い
る

。 

八
角
「
（
ぼ
そ
り
）…

お
客
さ
ん

。
こ
こ
は

立
ち
入
り

禁
止
だ
」 

六
角
「
（
冷
た
く
見
下
ろ
し
）
ボ
ス
は
ど
こ
だ
」 

 
 

八
角
、
気

だ
る
そ
う
に
立

ち
上
が
る
。 

八
角
「
ボ
ス
な
ら
こ
の
奥
だ
。
た
だ
し
、

人
を
通
す

な
と
命
じ
ら
れ
て
い
る
」 

 
 

六
角
、
刀

を
抜

く
。 

六
角
「
勝
負
！
」 

 
 

六
角
、
八
角
へ

斬
り
か
か
ろ
う
と
す
る
。 

 
 

九
角
、
六
角
を

制
止
し
、 

九
角
「
（
耳
打

ち
す
る
）
六
角
く
ん
。
こ
こ
は

私
に
任

せ
て
六
角

く
ん
は
隙
を
つ
い
て

先
に
進
め
。
い
い

な
」 

 
 

九
角
、
言

い
終
え
る
な
り

八
角
へ

斬
り
か
か
る
。 
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キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 
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キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ
！ 

六
角
、
隙
を
つ
い
て

奥
の

扉
へ
と
走

る
。 

八
角
、
六
角
を

見
逃
さ
ず
、
走
る
六
角
へ
一
太

刀
を

浴
び
せ
に
か
か
る
。 

九
角
、
間
一
髪
、
八
角
の

刃
を
防
ぎ
、
六
角
を

守
る
。 

六
角
、
扉

の
向

こ
う
へ
消

え
て
い
く
。 

 
 

八
角
、
九
角
へ

斬
り
か
か
る
。 

キ
ン
キ
ン
キ
ン
キ
ン
ッ 

キ
ン

ッ…
 

八
角

の
眼
光
が

光
る
。 

八
角
、
九
角
の

腹
め
が
け
て
刃
を
水
平
に
走
ら

せ
る
。 

九
角
「
！
」 

九
角

の
腹
か
ら

鮮
血
が
飛

び
散
る
。 

 

○
机
の
上
（
俯
瞰
視
点
） 
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凸
と

凹
の
二
画
目
ま
で
書

か
れ
た
半
紙

が
置
か

れ
て
い
る
。 

画
面
外
か
ら
習
字
の
筆
を

持
っ
た
手

が
現
れ
、

勢
い
よ
く

横
線

を
引
く
。 

半
紙

の
下
半
分

に
凹
の
三

画
目
が
記

さ
れ
る
。 
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9

話 

 

○
侍
バ
ー
・
店
内 

 
 

七
角
、
泡

を
吹

い
て
倒
れ
て
い
る
。 

 
 

片
腕

を
失
っ
た

三
角
、
七
角
を
冷
た
く

見
下
ろ

し
て
い
る
。 

 

○
同
・
同
（
回
想
・5
分
前
） 

 
 

テ
ロ
ッ
プ

で
「5

分
前
」
の
文
字
。 

 
 

七
角
、
三
角
め
が
け
て
刀

を
振
り
下

ろ
す
。 

 
 

三
角

の
右
腕
が

吹
き
飛
ぶ
。 

 
 

と
、

間
髪
入
れ
ず
、

三
角
、
七
角
の

後
ろ
に
回

り
込

み
、
左
手
一
本

で
七
角
の
首
を

絞
め
あ
げ

る
。 

 
 

七
角
、
も
が
き

苦
し
む
。 

三
角
「
ウ
ェ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
イ
」 

 
 

七
角
、
必
死
に
抵
抗

す
る
も
、
抜
け
出

せ
な
い
。 

三
角
「
肉

を
斬
ら
せ
て
骨
を
断

つ
。
こ
の

諺
に
続
き

が
あ
る
の
を
知
っ
て
る
か
？
」 

 
 

七
角
、
何

か
い
お
う
と
す
る
。 
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三
角
、
さ
ら
に

力
強
く
首

を
締
め
あ

げ
る
。 

 
 

七
角
、
口
か
ら

泡
を
吹
く
。 

三
角
「
時
間
切

れ
。

正
解
は
、

骨
を
断
た
せ
て
泡
を

吹
か
せ
る

、
で
し
た

」 

 
 

七
角
、
息
絶
え
る
。 

 
 

三
角
、
七
角
を

首
を
締
め

終
え
る
と
、

カ
ウ
ン

タ
ー

の
扉
へ
と

向
か
う
。 

 

○
同
・
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
現
在
） 

 
 

八
角

の
肉
体
、

バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
て

床
に
散
乱

し
て
い
る
。 

 
 

流
血

し
て
い
る

九
角
、
八
角
の
死
体

を
冷
た
く

見
下

ろ
し
て
い
る
。 

 

○
同
・
同
（
回
想
・5

分
前
） 

 
 

九
角
、
腹
か
ら

血
を
出
し
て
悶
絶
し
て
い
る
。 

 
 

八
角
、
無
表
情

で
眺
め
て
い
る
。 

 
 

九
角
、
振

り
絞

る
よ
う
に
、 

九
角
「…

ず
っ
と
親
父
が
嫌
い
だ
っ
た
」 

八
角
「…

？
」 
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九
角
「
殺
人
剣

を
使

う
か
ら
だ

」 

八
角
「…

何
を
い
っ
て
い
る
」 

 
 

九
角
、
手
の
ひ
ら
の

血
を

眺
め
、 

九
角
「
血

は
争
え
ん
な
」 

 
 

九
角
、
人
が
変

わ
っ
た
よ
う
に
、
勢

い
よ
く
八

角
に

斬
り
か
か
る
。 

 
 

と
、

室
内
の
扉

が
開
く
。 

 
 

三
角
、
入

っ
て
く
る
。 

九
角
「
Ｌ
斬
り
！
」 

九
角
、
八
角
の

脳
天
へ
刀

を
振
り
下

ろ
す
。 

八
角

の
上
半
身

を
真
っ
二

つ
に
切
り

裂
く
と
、

腹
の

辺
り
で
刃

の
角
度
を

曲
げ
、
腹

を
掻
っ
捌

く
。 

八
角

の
体
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
。 

三
角
、
呆
気
に
と
ら
れ
、 

三
角
「
お

師
匠…

？

」 

 
 

九
角
、
振

り
返

る
。 

三
角
「
あ
な
た
は
一
体…

」 

九
角
「
私

の
名
は
九
角
。

Ｌ
を

継
ぐ
も
の

だ
」 
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○
机
の
上
（
俯
瞰
視
点
） 

 
 

凸
と

凹
の
三
画
目
ま
で
書

か
れ
た
半
紙

が
置
か

れ
て
い
る
。 

画
面
外
か
ら
習
字
の
筆
を

持
っ
た
手

が
現
れ
、

勢
い
よ
く

筆
を

Ｌ
字
に
走

ら
せ
る
。 

半
紙

の
下
半
分

に
凹
の
四

画
目
が
記

さ
れ
る
。 

 

       
 

     

 



- 46 - 

 

1
0

話 

 

○
侍
バ
ー
・
オ
ー
ナ
ー
の
部
屋 

 
 

六
角
、
入

っ
て
く
る
。 

 
 

虚
無
僧
の
姿
を
し
た

男
、
待

ち
か
ま
え
て
い
る
。 

六
角
「…
？
」 

男
「
一
角

の
息
子
だ
な
」 

六
角
「…

お
前
が
ボ
ス
か
」 

男
「
左
様

」 

 
 

六
角
、
刀

を
抜

く
。 

六
角
「
親
父
の
仇
！
」 

 
 

六
角
、
十
角
へ

突
進
す
る
。 

強
風

が
吹
き
、

六
角
、
弾

き
返
さ
れ
る
。 

六
角
「…

？
」 

男
「
慌
て
る
な

。
ま
だ
役
者
は

揃
っ
て
い
な
い
」 

 
 

六
角
、
再

び
十
角
へ
突
進

す
る
。 

 
 

六
角
、
強
風
で

弾
き
返
さ
れ
る
。 

男
「
ム
ダ

だ
」 

 
 

六
角
、
狼
狽
す
る
。 

 
 

と
、

扉
が
開
く
。 
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三
角

と
九
角
、
入
っ
て
く
る
。 

男
「
（
見
て
）

揃
っ
た
か
」 

三
角
「
（
男
を
見
て
驚
く
）
お
前

は…

」 

 
 

男
（
以
下
十
角
）
、
顔
を
覆

っ
て
い
た

天
蓋
を
取

る
。 

十
角
「
我

は
十
角
。

も
っ
と
も
、
昔
は
五
角

と
名
乗

っ
て
い
た
が
」 

三
角
「
（
か
っ
と
な
り
）

お
師
匠

の
仇
！
」 

 
 

三
角
、
十
角
へ

突
進
す
る
。 

三
角
、
強
風
に

吹
き
飛
ば
さ
れ
る
。 

 
 

三
角
、
壁
に
頭

を
打
ち
付

け
、
意
識

を
失
う
。 

六
角
「
お

師
匠
！
」 

十
角
「
（
六
角

へ
）
予
言

し
よ
う

。1
0

秒
後
、
お
前

の
頭
上
に
金
色
の
刃
が
降
り
注
ぎ
、
こ
の

物
語
の

幕
が
閉
じ
る
」 

 
 

九
角
、
六
角
の

前
に
出
て
、 

九
角
「
そ
ん
な
こ
と
は
さ
せ
な
い
！
」 

九
角
、
十
角
へ

突
進
す
る
。 

九
角
、
強
風
に

吹
き
飛
ば
さ
れ
る
。 

 
 

九
角
、
壁

に
頭

を
打
ち
付

け
、
意
識

を
失
う
。 



- 48 - 

 

十
角
「1

0

、9

、8
…

」 

六
角
「
（
叫
ぶ
）
う
ぉ
ー
ー
ー
！
！
」 

 
 

六
角

、
十
角
に

斬
り
か
か
る
。 

十
角

、
ひ
ら
り
ひ
ら
り
か
わ
す
。 

十
角
「7
、6

、5
…

」 

 
 

三
角
、
意
識
を

取
り
戻
し
、 

三
角
「
六
角…
し
、

死
ぬ
ぞ…

に
、
逃
げ
ろ…

」 

 
 

六
角
、
何
か
思

い
つ
き
、

そ
の
場
に

腰
を
お
ろ

す
。 

十
角
「…

？
」 

六
角
「…

予
言
が
当

た
る
な
ら
、
俺
が
死

ね
ば
ど
う

な
る
？
」 

十
角
「…

な
ん
だ
と
？
」 

 
 

六
角
、
服
を
脱

い
で
腹
を

晒
す
。 

 
 

六
角
、
腹

に
刀

を
突
き
つ
け
る
。 

三
角
「
（
見
て
）…

や
、
や
め
ろ
」 

六
角
「
（
呟
く
）…

親
父
、
今

い
く
ぞ

」 

六
角
、
刀
を
腹

を
突
き
刺

す
。 

六
角

の
目
が
か
っ
と

見
開

く
。 
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○
六
角
の

部
屋
（
回
想
） 

 
 

六
角
、
机
で
勉
強
を
し
て
い
る
。 

 
 

ド
ア

が
ノ
ッ
ク

さ
れ
る
。 

 
 

ド
ア

が
開
き
、

一
角
、
入

っ
て
く
る
。 

一
角
「
勉
強
か
」 

六
角
「…
な
あ
、
親
父
」 

一
角
「
な
ん
だ
」 

六
角
「
天
国
っ
て
あ
る
の
か
な
」 

一
角
「
（
微
笑

む
）
あ
る
さ
。

一
角
、

く
る
か
？

」 

 
 

六
角
、
立

ち
上

が
る
。 

 
 

六
角
、
一
角
と
と
も
に
ド
ア
の
向
こ
う
へ
と

消

え
て
い
く
。 

 
 ○

机
の
上
（
俯
瞰
視
点
） 

凸
と

凹
の

4

画
目
ま
で
書

か
れ
た
半
紙
。 

 
 

画
面

か
ら
筆
を

持
っ
た
手

が
伸
び
て
き
て
、

墨

が
足

り
ず
に
か
す
れ

て
い
た
凹
の
一
画
目

の
横

線
を

重
ね
書
き
す
る
。 

 

○
（
戻
っ
て
）

オ
ー
ナ
ー

の
部
屋 
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六
角
、
腹
を
掻

っ
捌
い
て

絶
命
し
て
い
る

。 

十
角
、
六
角
の

亡
骸
を
見

つ
め
な
が
ら
、 

十
角
「5

、4

、3
…

」 

十
角
、
天
を
見
上
げ
、 

十
角
「2
、1

…

こ
れ
も
定
め
か

」 
そ
の

瞬
間
、
十
角
の
頭
上
に

雷
が

落
ち
て
く
る
。 

 

○
机
の
上
（
俯
瞰
視
点
） 

凸
と

凹
の

4

画
目
ま
で
書

か
れ
た
半
紙
。 

 

画
面
か
ら
筆
を
持
っ
た
手
が
伸
び
て
き
て
、
勢

い
よ
く
縦
線
を

振
り
下
ろ
す
。 

半
紙

に
漢
字
の
「
凸
凹
」

が
完
成
す
る
。 

 

（
お
わ
り
） 
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